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一連のマルチフェロイック物質では、磁場で電気分極を、電場で磁化を誘起

できることから、これまでにない多値メモリなど応用への期待が大きく、そのた

めにはドメインの外場制御が重要と考えられている。我々が扱うマルチフェロ

イック物質の NiBr2 には２つの磁気転移点があり、TN~52K で反強磁性相

[k=(0 0 3/2)]に、更に低温にしていくと TC~22K でらせん磁気相[k=(δ δ

3/2)]へと転移する。また TC での転移に伴い系の空間反転対称性が破れ[1]、

NiBr2の３回対称性を反映した[1 1 0]、[-1 2 0]、[-2 1 0]方向に超格子反射

が現れることが報告されており、これら等価なドメインの外場での制御が期待

される[2]。そこで我々はドメイン制御のX線による観測を目的とし、長周期らせ

ん磁気構造をもつ NiBr2について放射光実験を行った。 

硬 X線(BL-3A)を用いた実験では、qs = 2qm（qmは磁気伝搬ベクトル）で表さ

れる超格子反射が T=6K で観測された（図１）。これは格子-スピン間相互作用

によって格子が変調を受けたために現れるもので、超格子反射と強誘電性の

起源が深く関わっていることを示唆している。 

また軟 X 線(BL-16A)の測定では入射 X 線のエネルギーを Ni の L 端に合

わせて実験を行った。各温度で(0 0 3/2)磁気反射のエネルギースキャンを行

った結果、TN以上の温度では反射強度がほぼ０になること、また L2端の反射

強度が温度変化に対して大きく変化することが今回の実験で明らかとなった

（図 2）。 
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図 1：硬 X 線による(1 1 12)反射のまわりで観測された超格子反射 図 2：軟 X 線を用いた k=(0 0 3/2)でのエネルギースキャン。 

左のピークが Ni の L3端、右のピーク L2端に対応する 


